
国士舘大学硬式野球部の歩み

　硬式野球部は、昭和３４年に創部され、昭和３６年から東都大学野球連盟に加盟しておりま

す。我々が所属する東都リーグは、『戦国東都』とも呼ばれる全国屈指の強豪リーグであり、毎年

多くのプロ野球選手が誕生しています。1部と2部のチームの力も拮抗しており、前シーズンで全

国大会に出場したチームが2部降格するなど、頻繁にチームが入れ替わっている厳しいリーグで

す。現在、我々は2部に所属しており、この厳しい東都リーグで1部昇格・1部優勝することを目標

にしております。１９７９年秋季リーグ戦では、現在国士舘高校で監督を務めている永田昌弘が

主将として１部初優勝を果たしました。昨年の秋季リーグ戦では、２部優勝を果たし７年ぶりの

１部昇格を懸け入替戦に臨みましたが、惜しくも敗れ２部残留に留まってしまい、１部昇格への

厳しさを実感しました。また、硬式野球部からも多くのプロ野球選手を輩出しています。なかでも

２００６年度卒業生の小松聖選手は、第二回ＷＢＣ日本代表にも選出され、世界一に貢献しま

した。なお、プロ野球選手としてロッテ・オリックスで活躍した辻俊哉（２００１年度卒業）が本学

硬式野球部で監督を務め、１部昇格を目指し指揮を奮っています。

　硬式野球部には１０００人以上のＯＢがおり、ナイター設備も完備されている全面人工芝の

グラウンドに加え、昨年１２月に室内練習場が完成し、恵まれた環境の中で野球が出来ていま

す。チームのスローガンとしては、『当たり前の事を丁寧に』を掲げ、細かい事や私生活にも目配

り・気配りをするよう心掛け、日々の生活も過ごしています。ただ野球の練習をするだけではなく、

人間力の育成・向上が野球に繋がると信じています。現在は８０人程の部員が所属しています。

硬式野球部は全寮制のため、皆が同じ屋根の下で生活し、チーム内でのルールの確立や、野球

部としての目標を明確にし、一致団結することを心がけています。練習では、学年関係なくプレー

に対する指摘をし、全員が常に声を出し日々練習に取り組んでいます。冬場は１日１０００スイ

ングをノルマとし、全体練習後も個々でも課題を見つけ出し、克服するために夜遅くまで個人練

習をする選手も多く、活気に満ち溢れています。昨年優勝しながらも、入替戦で敗退したときにグ

ラウンドに立っていた選手も多く、非常に悔しい思いを持っています。その気持ちと経験をバネ

に、国士舘大学が１００周年を迎える記念の年に、１部昇格という花を添える結果になれるよう

誠心誠意頑張っていきますので、今後とも応援よろしくお願いします。
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国士舘100周年創立記念祭
硬式野球部

国士舘大学硬式野球部　戦績

 2001 ２位 ５位 辻　俊哉　千葉ロッテ５位

 2002 ２位 ５位 紺田　敏正　日本ハム６位

 2003 ３位 ６位 

 2004 ５位 ２位 小島　伸二郎　広島５位

 2005 ５位 ５位 

    小松　聖　オリックス希望枠
 2006 ５位 ２位
    岩崎　哲也　西武５位

 2007 ５位 ２位 

 2008 ４位 ３位 

    岡本　洋介　西武６位
 2009 ６位 １位 
    秋季　１部昇格

 2010 ５位 ６位 秋季　２部降格

 2011 ３位 ４位 

 2012 ２位 ６位 屋宜　照悟　日本ハム６位

 2013 ３位 ４位 岩崎　優　阪神６位

 2014 ４位 ５位 坂寄　晴一　オリックス６位

 2015 ４位 ６位 

 2016 ６位 １位 

年度 春季 秋期 優秀卒業生・出来事

優勝・・・１部　１回（１９７９年秋期）
２部　１８回


